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▪虐待は人権侵害

▪虐待そのものを防ぐことだけを目指すのではなく、
高齢者の「その人らしい暮らしの実現」を支援

▪そのために高齢者の安全確保を第一として、養護
者への支援も大切

▪ 高齢者の「その人らしい暮らしの実現」と

  養護者の「その人らしい暮らしの実現」を

  目指す。 ２



▪老人福祉法（1963年）
（基本的理念）

第二条 老人は、多年にわたり社会の進展に寄与してきた者とし
て、かつ、豊富な知識と経験を有する者として敬愛されるととも
に、生きがいを持てる健全で安らかな生活を保障されるものとす
る。

第三条 老人は、老齢に伴つて生ずる心身の変化を自覚して、常
に心身の健康を保持し、又は、その知識と経験を活用して、社会
的活動に参加するように努めるものとする。

２ 老人は、その希望と能力とに応じ、適当な仕事に従事する機
会その他社会的活動に参加する機会を与えられるものとする。

３



▪介護保険法（2000年）
（目的）

第一条 この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する
疾病等により要介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、
機能訓練並びに看護及び療養上の管理その他の医療を要する者等
について、これらの者が尊厳を保持し、その有する能力に応じ自
立した日常生活を営むことができるよう、必要な保健医療サービ
ス及び福祉サービスに係る給付を行うため、国民の共同連帯の理
念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給付等に関して必
要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上及び福祉の増進を
図ることを目的とする。

４



▪成年後見制度（2000年）

認知症、知的障害、精神障害などの理由でひとりで決め
ることが心配な方々が、財産管理（不動産や預貯金など
の管理、遺産分割協議などの相続手続など）や身上保護
（介護・福祉サービスの利用契約や施設入所・入院の契
約締結、履行状況の確認など）などの法律行為をひとり
で行うのがむずかしい場合に、家庭裁判所で選任した成
年後見人等に、法定代理人として支援してもらう制度。

法定後見と任意後見がある。
５



「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関

する法律」（通称「高齢者虐待防止法」）（２００６年）

▪高齢者虐待： ①養護者による高齢者虐待  

   ②養介護施設従事者等による高齢者虐待

▪法の目的：①高齢者虐待の防止

  ②養護者に対する支援等に関する施策を促進

  ③もって高齢者の権利利益の擁護に資すること

▪本法は「処罰法」ではなく、福祉法的性格

▪市町村が高齢者虐待防止行政の主たる担い手

▪虐待されている被害者を救済することが第一 ６
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1. 高齢者虐待の早期発見の努力義務

2. 市町村への通報義務

3. 警察署長に対する援助要請が可能

4. 虐待は高齢者の人権を侵害する行為：だから
放置しない(見て見ぬふりをしない）！

5. ひどい状況だけが虐待か？

6. 施設内の身体拘束も虐待



８

▪身体的虐待

▪性的虐待

▪心理的虐待

▪経済的虐待

▪介護・世話の放棄・放任

※複合的に発生することも多い



▪養護者による虐待１６,４２６件（相談・通報３６,３７８件）

通報者：警察３２.７％、介護支援専門員２４.９％、高齢者本人か

らの通報も５.８％

虐待者：息子３８.９％、夫２２.８％、娘１９.０％

虐待の種類：身体的虐待６７.３％、心理的虐待３９.５％、介護放

棄（ネグレクト）１９.２％、経済的虐待１４.３％

虐待を受けた高齢者は女性が７５.６％

▪養介護施設従事者等による虐待７３９件（相談・通報 ２,３９０件）

約８割が介護職員による虐待 ９

出典：令和 ３年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に

基づく対応状況等に関する調査結果（添付資料）https://www.mhlw.go.jp/content/12304250/001029243.pdf
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▪「虐待行為」

＝「高齢者に向けられる言動や扱いとして放置で
きないもの」

▪虐待か否かの判断は行政

▪高齢者の尊厳ある「その人らしい生活」の実現
を脅かすものであるかどうかを考え、事実を伝
え相談する
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次の二つの場面について、あなたはどう思い
ますか？

「自分自身が高齢者になった時の問題」として考
えましょう

「仕方がないと思う」場合は○を、

「どちらとも言えない」場合は、△を、

「いけない事だと思う」場合は×を、

回答欄にお書き下さい。

【演習 １】
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▪高齢期に起こりうる問題を

「もし・・・」という問いをもとに考えてみ
ましょう。

▪今から、どのように行動するかを考えてお
くことは、心の準備につながります。

▪また、他の参加者のアイデアを聞くことは、
複数の方法（選択肢）を知ることにつなが
ります。

【演習 ２】



1. もし、体が不自由になり世話が必要になったとしたら、
あなたは自分の考えと家族の考えのどちらを尊重します
か？

2. もし、病気や怪我で介護が必要になったとしたら、あな
たは誰に介護してもらうつもりですか？

3. もし、物忘れがひどくなったら、自分の年金、預金通帳、
実印などの管理を、あなたは誰に頼みますか？

4. もし友人から、徘徊が激しい認知症の妻（もしくは夫）
の介護に疲れてしまったと相談されたら、あなたはどの
ようにアドバイスをしますか？ 

5. もし友人から、母の介護をしているので一人で外出がで
きずにイライラし、つい手をあげてしまうと相談された
ら、あなたはどのようにアドバイスをしますか？

15
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1. 体が不自由になっても、自分の意思を持ち、自立した生活
を目指しましょう！

2. 日頃から家族や近隣とのコミュニケーションを良くしてお
きましょう！

3. 介護が必要になったら、助けられ上手になりましょう！

4. お金や財産は、自分の意思に基づいて管理しましょう！そ
れが困難になる前に、成年後見人に託しましょう！

5. 困ったら信頼できる人に相談しましょう！

6. 専門的に相談にのってくれる窓口を知っておきましょう！



▪虐待は、自然には起きない。

▪原因があって結果が起こる（因果）。

▪虐待者が虐待行為をすることによって起こる。
（虐待者が虐待行為をしなければ起こらない。）

▪では、なぜ虐待行為をしてしまうのだろうか？

17



３

18出典：９ページに同じ



３

19出典：９ページに同じ



1. 高齢者側の要因：性格や人格、認知症による症状、
身体的自立度の低さ、排泄の困難さ

2. 虐待者側の要因：性格や人格、介護疲れ、ストレス、
疾病や障がい(身体・知的・精神）、依存(アルコー
ル、ギャンブルなど）、介護知識や情報不足、DV

3. 人間関係要因：過去の家族・夫婦関係、関係の拒絶

4. 社会文化的要因：サービス利用への抵抗感、介護が
当然という意識、近隣の無関心

5. 経済的要因：経済的困窮、経済的利害関係
20



出典：東京都福祉保健局
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/zaishien/gyakutai/understand/haikei/
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▪母80歳代（要介護5・脳梗塞の後遺症で片麻痺）/夫（アル
コール依存・精神障害・難聴）/息子50歳代（精神障害）

▪息子は排泄介助を最も負担に感じており、ヘルパーが帰った
後で排泄があると、イライラして母親に暴言を吐いたり、頭
部を叩くという行為があった。母親に痣や怪我はなく、息子
に叩かれたことは「仕方がない」と思っている。

▪息子は衝動を抑えることが難しく、母親を措置により特養
ホームへ分離保護。その後、家族の交流を回復させ、契約入
所に至り、終結となる。

22



▪父80歳代/息子40歳代

▪近隣に住む息子が月に1～2回、月額3万円程度のお金を借り
に来る。

▪父が息子に対し小言を言った時や息子の言いつけを守らない
と、父に対して怒鳴ったり、暴力をふるったりする。息子は
高校を卒業してからずっと親から金銭的な援助を受けて暮ら
してきたせいか、親が老いていくことを理解しておらず、親
が子どもの援助をするのが当然と思っている。

▪現在は息子が就職したことで、虐待は起きていない。
23



▪母80歳代（介護認定未申請）/娘50歳代（未婚・就労）

▪娘は「目が離せない」と言い献身的な世話をしている。一方
で、母の感謝や反応がないと暴言を繰返している状況だった。

▪介護認定申請をするも介護サービスにつながらなかったとこ
ろ、母の状態が悪化し、精神科病院に入院。退院と同時に介
護サービスにつながったことで、虐待も解消し終結となった。

▪娘は守るべき対象は母しかいない状態であった。母の世話を
行うことで、他の親戚からも、母本人からも認めて欲しいと
言う気持ちが強かったと見立てている。娘の気持ちを理解し、
母の世話について一生懸命やっていることを認め、伝えてい
る。

24
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虐待行為

水面下の要因に着目する

本
人
の
特
性
等

相
互
作
用

環
境
・
状
況

の
影
響
等

水面

「氷山モデル」：TEACCHプログラムが自閉症の障害特性を理解し支援に生かしていく際に用い

られている。参考文献：水野敦之『「気づき」と「できる」から始める フレームワークを活用
した自閉症支援』



※「在宅高齢者虐待の虐待者と被虐待者の関係性に焦点をあてた
介入実践モデルに関する研究」研究代表者:山口光治

本研究はJSPS科研費26380768の助成を受けたものです

27



▪養護者による高齢者虐待事例を分析し、虐待をする理由によるタイ
プ化に取り組み、５つのタイプに分類することができた。

28

タイプ１ 権力と支配型

タイプ２ ストレス衝動型

タイプ３ メンタル特性型

タイプ４ 現状否認型

タイプ５ 承認欲求型



権力と支配型とは、養護者が高齢者の
行動を支配するために、意図的であるか
どうかに係らずに暴力や虐待行為を日常
的に用いている虐待をいう。

【特徴】突発的な出来事ではなく、積も
り積もった怒りやフラストレーションの
爆発でもない、日常的にパターン化した
行動の一部分である。

29



ストレス衝動型とは、高齢者と養護者の
置かれたその時の状況によって、誰にでも
衝動的、突発的に起こり得る虐待をいう。

【特徴】養護者が介護疲れや介護負担、不
安等の生活上の様々なストレスを抱え、気
持ちに余裕がなくなり、衝動的に虐待行為
をしてしまう。また、介護を他者に任せら
れない場合もある。

30



メンタル特性型とは、養護者自身に知的、発

達、精神などの特性があることによって引き起

こされる虐待をいう。

【特徴】生活スキルがない、他者との共感性の

乏しさがある、こだわりが強く融通が利かない、

認知のゆがみがある、情緒的不安定さがある等

により虐待行為に至ってしまう。
31



現状否認型とは、高齢者が老いていくことや
認知症などによって変わっていく現実を養護者
が受け入れられない、あるいは受け入れよう、
理解しようとせずに現状を否認することによっ
て起こる虐待をいう。

【特徴】高齢者の現実として出来ることと出来
ないことを見極めることができず、受け入れる
ことができない。また、持ち続けていたイメー
ジを失う恐怖が背景にある場合もある。

32



承認欲求型とは、高齢者よりも養護者
自身が他者から認められ、褒められたい
ために介護や世話をするなかで起きる虐
待をいう。

【特徴】一見しっかりとした介護や世話
をしているように見えるが、養護者は褒
められたい思いが強いので、高齢者への
介護や世話を手段として用いている。

33
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1. 虐待を予防（未然防止）する
役割

2. 虐待を早期に発見する役割

3. 虐待へ介入する役割

4. 虐待の再発を防止する役割
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▪啓発活動：知識を持つこと

▪相談活動：相談すること

▪防止教育：学び、行動すること

▪対象：地域住民、高齢者自身、家族、専門
職

▪キーワードは「エンパワメント」



36例えば・・・
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▪人間が本来持っているさまざまな力を、

本人とともに、外的抑圧をなくし、内的

抑圧を低減していくことで取り戻してい

く過程であり活動です。

▪援助者との協働作業が大切です。
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内的抑圧

外 的 抑 圧

家 族 地 域

社 会

〈高齢者を取り巻く環境〉

住 民

参考：森田ゆり（2004）『新・子どもの虐待ー生きる力が侵されるとき』岩波ブックレットp25
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▪外的抑圧

・高齢者への差別

・偏見

・暴力

・虐待

・搾取

▪内的抑圧
・自分は役に立たない

・自分が悪いんだ

・世話してもらわないと生きられ
ない

・叩かれても我慢しなくては

・息子に従わなければ・・・

・家の中のことは他人に言えない

・どうせ先が短いのだから

・無力感、あきらめ



40

私の生
きる力

私の

「生きる力」を

内側から

高める支援

＋

外側から

高める支援

家族

地域
住民

専門職

〈エンパワメントの考え方〉
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１．体が不自由になっても、自分の意思を持ち、自立した生活
を目指しましょう！

２．日頃から家族や近隣とのコミュニケーションを良くしてお
きましょう！

３．介護が必要になったら、助けられ上手になりましょう！

４．お金や財産は、自分の意思に基づいて管理しましょう！そ
れが困難になる前に、成年後見人に託しましょう！

５．困ったら信頼できる人に相談しましょう！

６．専門的に相談にのってくれる窓口を知っておきましょう！
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1. 市民に対して高齢者虐待の問題が起きていることの認識を高め、
理解を促す（「啓発活動」）

2. 家庭介護者のストレスや介護負担の軽減や除去（「社会資源の活
用」）

3. 権利擁護活動（「相談活動」等）

4. 高齢者の孤立防止、モニタリング・システムの創設（「見守り
ネットワーク」）

5. 介護に関する知識や技術の習得（特に「認知症ケア」） 、介護
情報の提供、教育的プログラムの提供（「防止教育」）

6. 高齢者自身のエンパワメントを高める。キーワードは「エンパワ
メント」



▪あなたにもできることがある。

①「よく話してくれたね」「苦労しているんだ
ね」と伝え、話を聴いてあげて、思いを受けとめ
てあげる。

②気持ちを共感しながらよりよい方法を一緒に考
える。

▪専門的に相談にのってくれる窓口を教えてあげ
る。または代わりにつないであげる。

43



すべての人に「人権」＝「生きる力」がある

    

人が生まれながらに持つ権利
安心

自信自由
生きる力

出典：CAPプログラムより 4144
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「人が必要な３つのもの」

出典：大熊由紀子氏の講演（自殺を試みたサワトンさんの話）より

生きる力



1. いやなことをされたら「いや！」と言って
いい

2. 怖い！と思ったら、その場を離れよう！

3. 心配なことがあれば相談しよう！

4. 地域の人々が見守っていこう！

5. 相談先：最寄りの地域包括支援センター、

  役場へ
46
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